
第 十 六 号 書 式 第 六 表 中 「船長氏名 」 を 「船長氏名（旧姓） 」 に 、「Name of master 」 を 「Name (Former surname) of master 」 に 改 め 、 同 書 式How to enter Table 6 and Table 7 の 項 １ 中 「However,
when the master cannot enter their information because an unavoidable necessity arises, table 6 and 7 shall be enterd by the shipowner. 」 を 削 る 。

第 十 六 号 の 二 書 式 第 二 表 中 記 載 心 得 ６ を 記 載 心 得 ７ と し 、 記 載 心 得 １ か ら 記 載 心 得 ５ ま で を 一 ず つ 繰 り 下 げ 、 同 表 に 記 載 心 得 １ と し て 次 の 記 載 心 得 を 加 え る 。

１ 記載事項の証明を希望する船員手帳の第三表に旧姓が併記されている場合は、本様式の第一表の申請者氏名欄及び第二表の氏名欄に当該旧姓と同一の旧姓を併記すること。

第 十 六 号 の 三 書 式 記 載 心 得 ２ の 次 に 次 の 記 載 心 得 を 加 え る 。

３ 船員が旧姓併記を希望する場合は、氏と名の間に括弧を付した上で、旧姓を記載すること。
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